	日本地震工学会　スペシャルアドバイザー　申請書
	№　　　＊

	　　　　年　　　　月　　　　日　提出
	受付 　　　　　年　　　月　　　日＊


	申 請 者
	氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（会員番号：　　　　　　　　種別：名誉・正）

現　職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先　電話:　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　
e-mail:　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　

	資格・活動分野
	専門分野
	　　　　　　　　分野



	
	経験年数

	　　　　　　　　年



	
	略　　歴
	○○年　　　・・・・

○○年　　　・・・・

　　・・・・・・



	
	希望する活動
	（　　）地震工学及び地震防災に関する講演会，講習会，研修会，セミナー等での講演
（　　）学術・技術の調査・研究に係る委員会活動，アドバイス

（　　）その他，日本地震工学会の活動目的に資する振興・普及・広報・交流活動
（　　）その他（記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



	
	対応が可能な分野
	1) 地震動（　　）　2) 津波（　　）　3) 地盤（　　）　4) 地すべり（　　）
5) 建築物（　　）　6) 土木構造物（　　）　7) ライフライン（　　）
8) 避難（　　）　9)被害想定（　　）　10) 活断層（　　）
11) 復旧・復興（　　）　12) リアルタイム地震防災（　　）
13) 歴史地震（　　）　14) 地震火災（　　）　15) 液状化（　　）
16) 災害情報（　　）　17) BCP（　　）
18) その他（　　）（記入：　　　　　　　　　　　　　）

	可能な講演
テーマ
	

	講演時間
	（例）60分～90分程度可能



	対応可能な
地域
	（　　）限定しない

（　　）限定する（地域範囲：　　　　　　　　　　　　　　　　） 



	その他
特記事項
	


【公益社団法人日本地震工学会スペシャルアドバイザー申請書記入要領】
1. 申請書の記入に当っては，スペシャルアドバイザー制度規程ならびに下記の要領を読んで下さい。

2. 申請書は2頁です。＊部分は，事務局用ですので記入しないでください。
3. 略歴は，専門分野の経験がわかるように，年や所属・従事業務等を簡潔に記入してください。

4. 希望する活動は，該当する項目の（　）内に○をつけてください（複数選択可）。選択枝以外にもある場合にはその他に記入してください。

5. 対応が可能な分野は，該当する項目の（　）内に〇をつけてください（複数選択可）。

6. 講演可能なテーマは，各スペシャルアドバイザーに関する情報の一つとして公開させていただくことを考えております。以下の例1～3のようにある程度絞り込んだ，具体的なタイトルでも，例4のように広く捉えた表現でも結構です。随時更新を考えておりますので，現時点でお考えの内容についてお教えいただければ結構です。
例1：＊＊地域における地震災害史について
例2：中小企業におけるBCP策定について
例3：設計実務者を対象とした地盤応答解析の基礎
例4：土木構造物，ライフラインの耐震性全般について

7. 対応可能な地域は，該当する項目の（　）内に〇をつけてください。「限定する」を選択した場合，具体的な地域範囲をご記入願います。

8. 申請書は，申請者が推薦書とともに郵送あるいはメールでお送りください。受領通知をe-mailで申請者に送りますので，e-mailアドレスを必ず記入してください。

9. 送付先および問い合わせ先　〒108-0014 東京都港区芝5-26-20 建築会館4F 
　　　　　　　　　　　　　日本地震工学会 スペシャルアドバイザー申請係
TEL : 03-5730-2831，FAX : 03-5730-2830，e-mail : office@general.jaee.gr.jp
10. この用紙は日本地震工学会のホームページからダウンロードして下さい。
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